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昭
和
五
十
年
頃
給
与
が
少
し
上
が
り
、
高
根
の
花
だ
っ
た
車
に
手
が
届
き
そ
う
だ
っ
た
。
当
時
格
安
の

ス
バ
ル
の
中
古
車
を
入
手
、
こ
れ
が
マ
イ
カ
ー
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
暫
く
し
て
同
じ
ス
バ
ル
の
新
車
を
買

っ
た
。
自
分
流
に
乗
り
こ
な
せ
、
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。
家
内
の
里
の
神
戸
や
、
竜
馬
の
像
や
記
念
館
の

あ
る
桂
浜
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。
そ
し
て
、
五
年
程
乗
り
こ
な
し
た
お
正
月
の
あ
る
日
、
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
廃
車
に
な
っ
た
。 

  

穏
や
か
に
晴
れ
た
昼
過
ぎ
、
家
の
近
く
の
打
ち
っ
放
し
か
ら
帰
る
途
中
、
突
然
私
の
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス

の
前
に
、
見
知
ら
ぬ
人
が
間
近
に
現
れ
た
。
私
の
車
の
真
横
か
ら
エ
ン
ジ
ン
部
分
に
激
突
し
、
は
ま
り
込

ん
だ
の
だ
。
私
は
片
側
六
ｍ
、
二
車
線
の
見
通
し
の
良
い
家
の
近
く
の
直
線
を
時
速
三
〇
㎞
ぐ
ら
い
で
走

っ
て
い
た
。
そ
こ
に
一
旦
停
止
の
標
識
の
あ
る
脇
道
か
ら
停
止
せ
ず
、
右
か
ら
前
輪
の
あ
た
り
に
突
入
し

た
。
衝
突
箇
所
が
あ
と
二
〇
㎝
運
転
席
に
近
か
っ
た
ら
大
け
が
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
近
く
の
駐
在
所
か

ら
警
官
が
来
た
が
、
し
か
し
、
二
人
に
怪
我
が
な
い
と
分
か
る
と
、
あ
と
は
民
事
と
、
事
故
証
明
書
を
残

し
て
立
ち
去
っ
た
。
当
事
者
が
保
険
会
社
と
事
故
処
理
を
し
て
く
れ
と
の
こ
と
。 

  

総
て
相
手
の
過
失
と
思
い
、
相
手
の
保
険
会
社
に
電
話
す
る
と
、
事
故
処
理
は
二
、
八
か
、
三
、
七
か
、

運
転
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
按
分
比
例
が
通
例
だ
の
一
点
張
り
、
し
か
も
私
の
車
は
五
年
も
乗
っ
て
い
る

の
で
、
償
却
済
み
を
差
し
引
く
と
補
償
は
二
〇
万
円
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
。
事
故
は
一
旦
停
止
無
視
が
原
因

で
、
こ
ち
ら
に
過
失
は
な
い
と
何
遍
電
話
し
て
も
保
険
会
社
は
全
く
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
そ
こ
で
、
交

通
事
故
処
理
の
判
例
集
を
買
っ
て
、
〇
、
一
〇
の
判
例
を
探
し
た
。
全
く
、
落
ち
度
の
な
い
係
争
に
〇
、

一
〇
の
判
例
が
あ
る
こ
と
を
探
し
あ
て
た
。
早
速
、
保
険
会
社
の
支
社
長
宛
に
判
例
の
コ
ピ
ー
を
送
り
、

問
い
た
だ
し
た
。
暫
く
す
る
と
、
菓
子
折
り
を
持
っ
て
わ
が
家
に
謝
り
に
き
た
。
そ
し
て
〇
、
一
〇
を
認

め
た
。
次
は
補
償
額
で
あ
る
が
、
二
〇
万
円
は
納
得
で
き
な
い
。
利
便
性
が
失
わ
れ
た
だ
か
ら
、
同
程
度

の
中
古
車
を
現
物
支
給
せ
よ
と
要
求
、
全
く
同
じ
年
代
の
中
古
車
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
七
〇
万
円
程

度
の
中
古
車
で
手
を
打
っ
た
。 

  


